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　町民の皆様、明けましておめでとうございます。

　議会広報が変われば、議会も変わる！

　議会広報から始まる議会改革、さらに議員の意識改革、そして、

より開かれた周防大島町議会を目指し、今号より刷新された５人の委員で挑みます。

　これまでの２年間、誌面の大幅リニューアルや動画投稿サイトのYouTubeに「周防大島

町議会チャンネル」を開設するなど、新たな取り組みを行いました。

　これからの２年間も、さらに新しいことにチャレンジしていきたいと考えていますので、

新メンバーとなった議会広報編集特別委員会にご期待ください。　　　（記事：吉村　忍）
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周防大島町議会　議長　　荒 川 政 義
　明けましておめでとうございます。

　町民の皆様方におかれましては、町議会の活動に対し、日頃より温かい

ご支援とご協力を賜り、議員一同、衷心より感謝をいたしております。

　昨年を顧みますと、新型コロナウイルス感染症拡大の波は繰り返し訪れ、いまだに

落ち着く気配を見せていません。また、市場では、バブル期以来の円安により、生活必需品の値上

げが目立ち、家計への負担増など国内経済に計り知れない影響を与えております。

　海外に目を向けますと、ロシアの「ウクライナ侵攻」、北朝鮮による相次ぐ「弾道ミサイルの発射」

や、「中国の海洋進出」など、国際情勢は予断を許さない状況であり、まさに激動の一年でありました。

　雇用対策、移住・定住対策、福祉や教育をはじめ、産業基盤や生活環境、医療提供体制の維持など、

多くの重要課題を抱え、財政状況が脆弱な地方自治体において、我々、議会及び議員は、地方自治進展

のために大きな役割を果たしていく必要があり、他の範とするにふさわしくなければなりません。

　過疎化・少子高齢化が深刻な問題となっている地方が、都市と共生できる持続可能な社会を確

立するためには、真の地方創生と地方分権を実現するとともに、諸問題の解決に向け、議会の機

能強化や多様な人材が参画できる環境整備に向けた取り組みを進めていく必要があります。

　また、デジタル田園都市国家構想の実現に向けた新たな時代にふさわしい情報通信基盤の整備

は大いに期待されるところであり、ローカル５Ｇ等の高規格通信インフラを含む、高度情報通信

ネットワークの充実を、本町においても果敢に取り組んでいくべきと考えております。

　本年も、町民の皆様方のご理解と信頼の向上に一層取り組み、ご期待に沿えられるよう、誠心

誠意、努力いたす所存でございます。

　皆様方にとりまして、本年が幸せ多き一年となりますようご祈念を申し上げまして、新年のご

挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
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＊＊＊この５人で編集作業を行っています＊＊＊
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